
社会福祉法人　仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

第 13 回
大府センター認知症フォーラム

認知症カフェの
意義と現状

　

「認知症ケア専門士」単位認定講座（3単位）

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）

大ホール（2Ｆ）
場　所

日　時
開場 12：30　開演 13：00
平成30年3月14日（水）

東海北陸厚生局、愛知県、名古屋市、大府市、東海市、東浦町、岐阜県、三重県、国立長寿医療研究センター、
長寿科学振興財団、日本認知症ケア学会、全国認知症介護指導者ネットワーク、認知症介護指導者大府ネットワーク、
日本パーソン・センタード・ケア・DCMネットワーク、中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、東海テレビ放送、
テレビ愛知、CBCテレビ、メ～テレ、中京テレビ放送㈱

後　援



第13 回 大府センター 認知症フォーラム

認知症カフェの本質
　〜認知症カフェを地域の財産に〜

セカンドステージを迎えた認知症カフェの可能性

オレンジカフェよかとこ
　～認知症高齢者の見守り拠点としての役割～

カフェくちなし
　～地域とのつながりでできること～

矢吹　知之（認知症介護研究・研修仙台センター　主任研修研究員）

矢吹　知之 ／ 武地　一 ／ 谷　祐樹 ／ 齊藤　千晶

武地　一（藤田保健衛生大学医学部　認知症・高齢診療科　教授）

谷　祐樹（長崎市琴海地域包括支援センター　管理者）

齊藤　千晶（認知症介護研究・研修大府センター　研究員）

〈座長〉加知　輝彦（認知症介護研究・研修大府センター　副センター長）

〈座長〉小長谷　陽子（認知症介護研究・研修大府センター　研究部長）

祖父江　逸郎（社会福祉法人　仁至会　理事長）

柳　務（認知症介護研究・研修大府センター　センター長）

〈座長〉小長谷　陽子（認知症介護研究・研修大府センター　研究部長）

13:10〜13:55

13:55〜14:40

13:00〜13:10

16:15〜16:20

14:40〜14:55

14:55〜15:20

15:20〜15:45

15:45〜16:15

プ ロ グ ラ ム

講演 1

報告 1

報告 2

講演 2

講　演

実践報告

開会挨拶

閉会挨拶

休　憩

ディスカッション
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講演1 13:10 〜13:55

認知症カフェの本質
〜認知症カフェを地域の財産に〜

矢吹　知之
認知症介護研究・研修仙台センター　主任研修研究員

プロフィール

矢吹　知之（やぶき　ともゆき）
長野県安曇野市生まれ
●経歴
東北福祉大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修了
青森大学社会学部社会福祉学科　専任講師
東北福祉大学総合福祉学部　専任講師（現職）2001年～
認知症介護研究・研修仙台センター　主任研修研究員（現職）2001年～

●研究分野
社会学　社会福祉学　認知症介護（主に家族支援，在宅の高齢者虐待防止等）

●最近の著書（主なもの）
『高齢者デイサービス・デイケアQ＆A』　中央法規　2007
『介護職員基礎研修テキスト第4巻認知症の理解と対応』　第一法規　2007
『介護福祉士養成テキスト「発達と老化の理解」』　ミネルヴァ書房　2010
『高齢者虐待の予兆察知』（共著）　ワールドプランニング　2011
『改訂：認知症の理解と家族支援方法』（共著）ワールドプランニング　2012
『家族が高齢者虐待をしてしまうとき』（共著）ワールドプランニング　2012
『知っておきたい認知症ケア最前線－理論と実践－』（共著）ぱーそん書房　2014
『介護福祉辞典』（分担執筆）ミネルヴァ書房　2014
『認知症の人の家族支援−介護者支援に携わる人へ−』（編著）ワールドプランニング2015
『認知症カフェ読本～知りたいことがわかるQ＆Aと実践事例～』中央法規出版2016
月刊　ふれあいけあ　『認知症介護相談室』（隔月連載）2011～

●その他
　2014年から、オランダのアルツハイマー・カフェ創始者ベレ・ミーセン氏に師事。2015年 11月より東北
福祉大学ステーションキャンパス、ステーションカフェでオランダ式認知症カフェ『土曜の音楽カフェ』を企画
運営している。また、同じ会場にて当事者による相談窓口「おれんじドア」実行委員のひとりとして参加している。
社会福祉士。

〈座長〉加知　輝彦（認知症介護研究・研修大府センター　副センター長）講　演
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新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
認
知
症
カ
フェ
の
位
置
づ
け

４
．
認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラン
）

【
基
本
的
考
え
方
】

認
知
症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
認
知

症
の
人

の
生
活

の
質

の
改
善
に
も
繋
が
る
と
の
観
点

に
立

っ
て
、
特

に
在
宅

に
お
い
て
は
認
知

症
の

人
の
も
っ
と
も
身
近
な
伴
走
者

で
あ
る
家
族

な
ど
、
介
護
者
の

精
神
的

身
体
的

負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
の
支
援
や
、
介

護
者
の

生
活

と
介
護

の
両
立

を
支

援
す
る
取
組
を
推
進
す
る
。

（
認
知
症
の
人
の
介
護
者
の
負
担
軽
減
）

●
認
知
症
の
人
の
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
認
知

症
初
期

集
中
支

援
チ
ー
ム
等
に
よ
る
早
期
診
断
・
早
期
対
応
を
行
う
ほ
か
、
認
知

症
の
人

や
そ

の
家
族
が
、
地
域
の
人
や
専
門
家
と
相
互

に
情

報
を
共

有
し
、
お
互
い
を
理
解

し
合
う
認
知
症
カ
フ
ェ
等
の
設
置
を
推
進
す
る
。

4
２
０
２
０
年
ま
で
に
す
べ
て
の
市
町
村
に
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
置
を
目
指
す
（

H2
9，

7月
5日

発
表
）

認
知

症
の

診
断

認
知

症
の

重
症

化

認
知
症
カフ
ェに
対
す
る
関
心

初
期
の
家
族
・本
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
足

要
介

護
認

定

介
護
保
険
サ
ー
ビス
（
日
本
）

診
断

事
故
や
事
件

症
状
の
進
行

孤
立

近
所

や
職

場
ト

ラ
ブ

ル

介
護
介
護
者
の
離
職

高
齢
者
虐
待

ア
フ
タ
ー
ケ
ア

追
い
詰

め
ら
れ

る
在

宅
介

護
と
家

族

●
05

年
か

ら
8年

間
鉄

道
事

故
死

11
5人

●
13

年
交

通
事

故
死

者
全

体
の

51
％

（
2,

26
4人

）

●
16

年
行

方
不

明
者

1万
5千

人
（

47
1人

遺
体

で
発

見
）

●
15

年
の

高
齢

者
虐

待
相

談
通

報
件

数
2万

件
超

●
16

年
介

護
を
理

由
に
し
た
自

殺
25

1人
○

20
06

年
の

介
護

離
職

者

【
合

計
】

14
4,

80
0人

●
男

性
：

25
,6

00
●

女
性

：
11

9,
2

推
進
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

（
総

務
省

；
就

業
構

造
基
礎

調
査
）

※
5
0
代

が
最

も
多

い

認
知
症
の
人
、介

護
者
を
支
え
る
地
域
づ
くり
は
本
当
に
これ
で
良
い
の
か
？

は
じ
め
に

は
じめ
に
～
地
域
ケ
ア
を
め
ぐる
問
題
～

１
．
認
知
症
カフ
ェの
本
質
とそ
の
哲
学

２
．
新
た
な
当
事
者
性
に
向
け
て

ま
とめ

矢
吹
知
之

認
知
症
介
護
研
究
・研
修
仙
台
セ
ン
ター

東
北
福
祉
大
学

1

認
知

症
カ
フ
ェ
を
地

域
の

財
産

に

第
１
３
回
認
知
症
介
護
研
究
・研
修
大
府
セ
ン
ター

認
知
症
フォ
ー
ラム

1 3

2 4
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認
知
症
カ
フェ
の
「守
・破
・離
」

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フェ
の
哲
学

認
知
症
の
トラ
ウ
マ
、ド
ラマ
そ
して
悲
劇
へ
の
対
応


単
な
る
社
交
目
的
の
集
ま
りで
は
な
く、
介
護
専
門
職
、認

知
症
の
人
とそ
の
家
族
や
友
人
が
い
る
、敷

居
が
低
く理
解
の
あ
る

環
境
の
中
で
提
供
され
る
、複

合
的
な
レ
ベ
ル
の
教
育
と支

援
の
組
み
合
わ
され
た
構
造
で
あ
る
。


否
定
した
い
気
持
ち
を
乗
り越

え
、そ
れ
を
受
容
し、
様
々
な
感

情
や
長
期
に
渡
る
病
気
と共

に
歩
む
生
き
方
を
学
び
、そ
の
苦

しみ
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
場
とな
る
こと
を
目
指
して
い
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ
は
、
患
者

/認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
・
友
人
が
孤
立
感
を
打
ち
破
り
、

病
気
に
つ
い
て
話
す
こ
と
の
タ
ブ
ー
を
な
く
し
、
参
加
に
よ
っ
て
認
知
症
の
人
と
家
族
を
解
放
す
る

手
助
け
と
な
る

Ca
re

-g
iv

in
g 

in
 D

em
en

tia
 (B

er
e

M
ie

se
n)

20
06
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１
認
知
症
カ
フェ
の
本
質
とそ
の
哲
学

隔
離
・保
護
か
ら地

域
、そ
して
ひ
とり
の
住
民
へ

19
97
年

オ
ラ
ン
ダ
で
始
ま
る
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
ベ
レ
ミー
セ
ン
氏
）

本
人
と家

族
の
葛
藤
を
解
消
し、
地
域
全
体
を
変
え
て
い
くた
め
の
場
所
とし
て
構
造
的
、

計
画
的
に
国
家
戦
略
に
お
い
て
実
践
が
始
ま
る
（

24
0か
所

+
テ
ィー
ハ
ウ
ス

5か
所
）

20
00
年

イ
ギ
リス
（
ファ
ー
ン
ボ
ロ
ー
州
ジ
ェマ
ジ
ョー
ン
ズ
氏
）

●
イン
グ
ラン
ド
認
知
症
の
人
と家

族
の
居
場
所

（
78
か
所
）

●
ス
コッ
トラ
ン
ド
認
知
症
の
人
の
居
場
所
と家

族
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト（

55
か
所
）

20
09
年

イ
ギ
リス
認
知
症
国
家
戦
略
とし
て
位
置
付
け
る

20
12
年

日
本
に
て
モ
デ
ル
事
業
で

20
カ
所
程
度
で
実
施

20
14
年

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
初
め
て
明
記
さ
れ
た

20
15
年

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
策
定
（

20
18
年
ま
で
に
全
自
治
体
設
置
を
目
標
）

20
16
年

老
人
保
健
事
業
に
て
全
国
及
び
諸
外
国
調
査
（
自
治
体
と各

カ
フェ
） 7

ど
こ
に
行
っ
て
も
違
う
じ
ゃ
な
い
か
？
！

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
ろ
う
か
？

●
目
的

認
知
症
カ
フ
ェ
の
意
義
、
そ
し
て
運
営
実
態

認
知
症
の
早
期
支
援
と
認
知
症
カ
フ
ェ
の
人
材
育
成

●
期
間

20
15

年
4月

20
日
～

5月
15

日
ま
で

20
16

年
4月

18
日
～

5月
10

日
ま
で

20
16

年
8月

10
日
～

17
日
ま
で

20
17

年
4月

21
日
～

5月
9日

ま
で

厚
生

労
働

省
の

紹
介

した
カフ

ェの
事

例

●
頻

度
：

１
～

２
回

／
月

程
度

の
頻

度
で

開
催

●
場

所
：

通
所

介
護

施
設

や
公

民
館

の
空

き
時

間
を

活
用

●
活

動
内

容
：

特
別

な
プ

ログ
ラム

は
用

意
され

て
い

な
く、

利
用

者
が

主
体

的
に

活
動

●
効

果
・認

知
症

の
人

→
 自

ら活
動

し、
楽

しめ
る

場
所

・家
族

→
 わ

か
り合

え
る

人
と出

会
う場

所
・専

門
職

→
 人

とし
て

ふ
れ

あ
え

る
場

所
・地

域
住

民
→

 つ
な

が
りの

再
構

築
の

20
12

年
約

30
カ
所

⇒
20

14
年

約
66

0か
所

20
15

年
末

約
23

00
か

所
結

果
20

16
年

末
約

42
67

か
所

5 7

6 8
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イギ
リス
の
標
準
的
な
モ
デ
ル

時
間

内
容

1部
11

:0
0

オ
ー
プ
ン
カフ
ェタ
イム

2部
11

:4
5

本
人
：
ア
クテ
ィビ
テ
ィ
家
族
：
ピ
ア
カウ
ン
セ
リン
グ

3部
12

:4
5

ラン
チ

4部
13

:4
5

自
由
に
解
散

14
:0

0
終
了

時
間

内
容

1部
11

:0
0

オ
ー
プ
ン

2部
11

:1
0

ア
クテ
ィビ
テ
ィ

3部
12

:1
5

ラン
チ

4部
13

:0
0

自
由
に
解
散

14
:0

0
終
了

時
間

内
容

14
:0

0
オ
ー
プ
ン

1部
14

:0
0

カフ
ェタ
イム

2部
15

:0
0

ア
クテ
ィビ
テ
ィ

4部
16

:0
0

終
了

認
知

症
の

診
断

認
知

症
の

重
症

化

カ
フェ
・

ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ

自
身
の

疾
患
の

理
解

将
来

の
計 画

当
事

者
グ

ル
ー
プ

リン
ク

ワ
ー
カ
ー

地
域
ケ
ア

本
人

家
族

将
来

の
希

望

ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
の
認
知
症
カ
フェ
の
位
置
づ
け

5つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

→
→
→
８
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

発
祥
の
国
オ
ラン
ダと
先
進
国
イギ
リス
の
実
際

オ
ラン
ダ

①
認
知
症
に
つ
い
て
の
医
学
的
情
報

や
社
会
心
理
学
的
情
報
を
提
供
、

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
に

話
す
こと
の
重
要
性
を
伝
え
る
こと

②
認
知
症
の
人
や
家
族
が
抱
え
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
地
域
社
会
が
再
認

識
し受

容
す
る
こと

③
認
知
症
の
人
とそ
の
家
族
に
対
す

る
社
会
的
孤
立
の
回
避

①
認
知
症
の
人
や
家
族
介
護
者
が

孤
立
せ
ず
社
会
との
繋
が
る

②
認
知
症
の
人
や
家
族
介
護
者
相

互
支
援
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト）

が
行
わ

れ
る
こと

③
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
情
報

提
供
が
な
され
る
こと

④
専
門
家
とつ
な
が
り早

期
支
援
に

結
び
付
くこ
と

⑤
リラ
ック
ス
す
る
こと

諸
外
国
の
認
知
症
カ
フ
ェ

イギ
リス

私
た
ち
が

知
ら
な
か

っ
た
こ
と
・
・
・

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ
の
始
ま
り

き
っか
け
１

認
知
症
の
人
が
な
ぜ
介
護
者
に
依
存
し、
過
去
に
依
存
す
る
の
か
を
研
究
して
い
た
。

そ
れ
を
特
別
講
義
で

1年
間
開
催
した
。認

知
症
の
人
の
語
りは
大
き
な
反
響
だ
った
。

継
続
して
開
催
す
る
よ
う要

請
した
が
、し
か
し、
そ
れ
が
大
学
に
認
め
られ
ず

19
95
年
ライ
デ
ン
大
学
で
月

1回
夜
に
認
知
症
の
オ
ー
プ
ン
な
授
業
を
開
催
した

き
っか
け
２

ベ
レ
ミー
セ
ン
が

19
94
年
に
参
加
した
ヨー
ロッ
パ
高
齢
者
医
療
学
会
（
イギ
リス
）
で
の
経
験

「カ
フェ
‘８
４
」の
存
在

ヘ
デ
ィ・
フリ
ー
ド（

１
９
２
４
年
ル
ー
マ
ニ
ア
生
ま
れ
）

「
友
人
と
共
有
で
き
る
な
ら
、
悲
劇
は
深
く
鋭
い
も
の
で
は
な
い
。
」

戦
争
体
験
者

シ
ャ
ラ
ー
モ
フ
、
メ
リ
デ
ー
ル

20
00

9 11

10 12
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「土
曜
の
音
楽
カ
フェ
♪
」の
概
要

【目
的
】

●
認
知
症
の
こと
を
学
ぶ

●
介
護
者
に
な
って
も
安

心
して
繋
が
れ
る
場
所

●
介
護
が
必
要
に
な
って

も
参
加
で
き
る
場
所

【時
間
】

13
:3

0～
カフ
ェタ
イム

14
:0

0～
ミニ
講
話

14
:3

0～
カフ
ェタ
イム

14
:5

0～
Q
＆

A
15

:1
5頃

お
わ
り

●
ミニ
講
話
と広

報
：
矢
吹
、包

括
、地

域
●
会
場
内
で
の
相
談
：
専
門
職
と包

括
●
音
楽
選
定
とカ
フェ
コー
ナ
ー
：
地
域
住
民

役
割

分
担

共
同
体
で
運
営
す
る
オ
ラン
ダス
タイ
ル

土
曜
の
音
楽
カ
フェ
♪

仙
台
市
青
葉
区
で
開
催

毎
月
第
１
土
曜
日

時
間

13
:3

0～
15

:3
0頃

会
場

東
北
福
祉
大
学
の
カフ
ェを
利
用

毎
回

70
人
～

90
人
参
加

費
用

任
意
の
協
力
金

内
容

第
1部

カフ
ェタ
イム
と音

楽
第

2部
ミニ
講
話

第
3部

カフ
ェタ
イム
と音

楽
第

4部
Q
＆

A

情
報

コ
ー
ナ
ー

い
つ
で
も
遊

び
に

来
て
く
だ
さ
い
♪

①
サ
ー
ビ
ス
を
見
つ
け
る

②
サ
ー
ビ
ス
や
人
に
つ
な
が
る

③
情
報
を
得
る

認
知

症
の

診
断 本

人
家

族
悲
し
み

孤
独

ギ
ャ
ッ

プ

恐
怖

怒
り

認
知

症
の

重
症

化

カ
フェ

オ
ラ
ン
ダ
の
認
知
症
カ
フェ
の
位
置
づ
け

オ
ラ
ン
ダ
の
標
準
的
な
モ
デ
ル

時
間

内
容

1部
19

:0
0
オ
ー
プ
ン
カフ
ェタ
イム

♪
♪

2部
19

:3
0
ミニ
講
話

3部
20

:0
0
カフ
ェタ
イム

♪
♪

4部
20

:3
0

Q
＆

A
5部

21
:0

0
自
由
に
解
散
（
カフ
ェタ
イム
）

♪
21

:3
0
終
了

13 15

14 16
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な
ぜ
、オ
ー
プ
ン
な
の
か
？

これ
ま
で
の
集
ま
りと
の
違
い

閉
ざ

さ
れ

た
場

所
で

行
わ

れ
る

、
閉

ざ
さ

れ
た

集
ま

り

開
か

れ
た

場
所

で
行

わ
れ

る
、

閉
ざ

さ
れ

た
集

ま
り

閉
ざ

さ
れ

た
場

所
で

行
わ

れ
る

、
開

か
れ

た
集

ま
り

開
か

れ
た

場
所

で
行

わ
れ

る
、

開
か

れ
た

集
ま

り

20

地
域

の
人

が
入

る
理

由
は

何
か

“
これ
ま
で
の
集
ま
り”

と
“
これ
ま
で
に
は
な
い
集
ま
り”

認
知

症
の

人
と
家

族
の

会
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ

セ
ル

フ
ヘ
ル

プ
グ
ル

ー
プ
（

SH
G）

ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン

社
会

福
祉

協
議

会
（
地

区
社

協
）
が

実
施

。
（
全

国
で
５
万

件
を
超

え
る
：
２
０
１
５
年

）

居
場

所
、
孤

立
予

防
、
健

康
づ
く
り
、
役

割
の

創
出

、
地

域
づ
く
り
等

社
会

福
祉

協
議

会
か

ら
運

営
補

助
金

等
あ
り

月
一

回
が

多
く
、
平

日
午

前
中

の
実

施
割

合
が

高
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

院
側

転
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
市

民
の

出
会

い
と
交

流
の

場
、
情

報
発

信
の

拠
点

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化

の
活

動
拠

点

デ
イ
サ

ー
ビ
ス

要
介

護
ま
た
は

要
支

援

高
齢

者
が

介
護

施
設

に
日

帰
り
で
通

い
、
食

事
や

入
浴

な
ど
日

常
的

な
生

活
の

支
援

や
生

活
機

能
訓

練
、
口

腔
機

能
訓

練
が

受
け
ら
れ

る
介

護
保

険
サ

ー
ビ
ス

家
族

地
域
住
民

地
域
住
民

認
知
症
の
人

２
．
新

た
な
当

事
者

性
に
向

け
て

～
こ
れ
ま
で
に
な
い
集
ま
り
を
、
ゆ
る
や
か
に
、
し
な
や
か
に
～

こ
こ
ま
で
の
整
理

（
日
本
）

在
宅
の
認
知
症
ケ
ア
を
担
う
上
で
地
域
の
理
解
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
未
だ
十

分
と
は
言
え
な
い
。
認
知
症
カ
フ
ェ
の
位
置
づ
け
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
カ
フ
ェ
の
哲
学
：
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
か
ら
学
ぶ
）

単
な
る
集
ま
り
で
は
な
く
、
目
的
を
持
っ
た
集
ま
り
で
あ
り
専
門
職
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
そ
れ
が
支
え
ら
れ
計
画
的
、
構
造
的
に
展
開
さ
れ
る

（
カ
フ
ェ
の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
果
た
す
べ
き
役
割
）

地
域
の
変
革
、
初
期
認
知
症
と
家
族
の
調
整
、
教
育

認
知

症
カ
フ
ェ
は

こ
れ

ま
で
に
な
い
集

ま
り
で
あ
る

コン
セ
プ
ト

●
ゆ
る
や

か
に
始

ま
り
、
終

わ
り
は

ぴ
っ
た
り
終

わ
り
ま
す
。

●
遅

刻
大

歓
迎

、
途

中
退

室
大

歓
迎

●
申

し
込

み
は

い
り
ま
せ

ん

●
無

料
で
す
（
協

力
金

で
運

営
）

●
飲

み
物

は
飲

み
放

題
で
す

（
淹
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
日
本
茶
）

●
お
菓

子
は

、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の

お
菓

子
を

●
メ
ン
バ

ー
の

負
担

は
最

小
限

に

●
振

り
返

り
と
打

合
せ

は
2週

間
後

地
域
の
財
産
とな
る
こと
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

17 19

18 20
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認
知
症
カ
フ
ェ
は
誰
を
支
援

す
る
の
か

？

ど
こ
を
目

指
す
か

？
こ
れ

ま
で
の

支
援

家
族

会
は

家
族

を
支

援
す
る

サ
ロ
ン
は

地
域

の
高

齢
者

を
支

援
す
る

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
は

利
用

者
の

生
活

を
支

援
す
る

こ
れ

ま
で
埋

め
き
れ

な
か

っ
た
隙

間
（
生

き
づ
ら
さ
）
を
埋

め
る
支

援

す
べ

て
の

人
が

当
事

者
と
な
る
た
め
の

支
援

ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
機

能
を
持

つ
新

た
な
形

の
支

援
の

場

認
知

症
カ
フ
ェ
の

ポ
リ
シ
ー

認
知

症
カ
フ
ェ
：
新
た
な

こ
れ

ま
で
に
な
い
形

で
の

ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
機

能
を
基

盤
に
し
た
支

援

認
知

症
カ
フ
ェ
で
は

、
何

を
支

援
す
る
か

①
感

情
（
情

緒
的

）
の

サ
ポ
ー
ト

肯
定
的
な
感
情
に
な
る

②
情

報
（
手

段
・
道

具
的

）
の

サ
ポ
ー
ト

ほ
し
い
情
報
が
得
ら
れ
、
助
言
が
受
け
ら
れ
る

●
体

験
的

知
識

論
（

Bo
rk

m
an

19
76

)
●

教
え
込

み
型

学
習

→
浸

み
込

み
型

学
習

（
渡

部
20

00
）

（
De

ni
s2

00
3，

So
lo

m
n2

00
4)

新
た
な
「
当
事
者
性
」：
か
か
わ
る
人
す
べ
て
が
同
じ
立
場

経
験
や
専
門
を
権
威
化
せ
ず
す
べ
て
の
人
が
水
平
な
関
係
で
い
ら
れ
る
場

“
こ
れ

ま
で
の

集
ま
り

”
と
“
こ
れ

ま
で
に
な
い
集

ま
り
”

ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
機

能
の

好
循

環
の

視
点

（
こ
れ

を
心

理
的

な
敷

居
と
呼
び
た
い
）

①
経

験
の

権
威

化
「私

に
し
か
わ
か
ら
な
い
！

」
経
験
し
た
こ
と
が
す
べ
て
に
な
り
苦
労
比
べ
に
な
る
た
め
に
自
己
嫌
悪
に
陥
る
こ
と

や
共
感
し
て
も
ら
え
な
い
と
感
じ
、
対
立
を
生
む
こ
と
も
。

当
事
者
で
は
な
い
人
を
排
除
し
閉
鎖
的
な
集
ま
り
に

②
経

験
の

多
様

化
「私

は
違

い
ま
す
！

」
経
済
的
、
症
状
、
年
齢
、
続
柄
に
よ
っ
て
あ
ま
り
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
り
共

感
で
き

ず
、
参
加
意
欲
の
軽
減
や
孤
立
化
を
生
む

③
専

門
職

の
権

威
化

「綺
麗

ご
と
は
た
く
さ
ん
私

に
と
っ
て
は
問

題
行

動
で
す
！

」
一
般
化
さ
れ
た
助
言
に
な
り
、
家
族
が
思
い
を
吐
露
す
る
機
会

を
逸
し
、
介

護
者
の

精

神
的
疲
弊
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
規
範
の
押
し
つ
け
が

介
護
者
に
さ
ら
な
る
苦
し
み

を
生
む
。

な
ぜ
、計

画
的
で
構
造
的
か

〇
役

割
の
過

負
担

を
防

ぐ
た
め

〇
過

剰
な
負

担
は
継

続
を
危

う
く
す
る

認
知

症
の
人

へ
の
役

割
の
要

求
、
地

域
住

民
へ
の
役

割
の

要
求

に
は
運

営
の
中

心
と
な
る
専

門
職

等
が
き
め
細

や
か
な

配
慮

が
必

要

よ
り
多

く
の
地

域
内

の
社

会
的

接
触

は
訪

問
者

間
、
運

営
者

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間

の
新

た
な
衝

突
の
可

能
性

を
秘

め
て
い
ま

す

21
21 23

22 24
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認
知
症
カフ
ェの
タイ
プ

①
情
報
提
供
や
学
び
を
主
た
る
目
的
とし
た
タ
イ
プ

例
：
カフ
ェス
タイ
ル
で
の
ミニ
講
話
が
用
意
され
て
い
た
り、
専
門
職
等
か
らの
情
報

提
供
が
な
され
て
い
た
りす
る

②
特
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
居
場
所
を
主
た
る

目
的
とし
た
タ
イ
プ

例
：
特
に
プ
ログ
ラム
な
どは
な
く、
場
合
に
よ
って
は
自
由
な
時
間
枠
の
中
で
開
催
され
、

そ
の
中
で
専
門
職
に
よ
る
相
談
な
ども
行
わ
れ
て
い
る

③
家
族
と本

人
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
主
た
る
目
的
とし
た
タ
イ
プ

例
：
地
域
住
民
は
あ
ま
り参

加
せ
ず
リラ
ック
ス
した
雰
囲
気
で
当
事
者
同
士
や
家
族
介
護

者
同
士
の
話
し合

い
や
相
談
な
どが
行
わ
れ
て
い
る

平
成

28
年
度
老
人
保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金
（
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
）

認
知
症
カフ
ェの
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

〇
認
知
症
カフ
ェは
、認

知
症
の
人
と介

護
者
を
第
一
に
、地

域
住
民
、専

門
職
も
、住

み
や
す
い
地
域
社
会
づ
くり
に
貢
献
で
き
る
場
所
で
あ
る
こと
。

〇
認
知
症
カフ
ェは
、多

様
な
人
々
の
対
話
と会

話
を
基
盤
とし
て
お
り、
地
域
そ

して
地
域
住
民
との
ゆ
る
や
か
な
調
和
と協

働
に
よ
り成

立
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、

・認
知
症
の
人
が
安
心
して
参
加
で
き
る
よ
う合

理
的
な
配
慮
（
※
１
）
が
な
さ

れ
る
こと
。

・内
容
に
つ
い
て
は
特
に
認
知
症
の
一
次
予
防
（
※
２
）
が
主
目
的
で
は
な
い

な
どの
配
慮
が
な
され
て
い
る
こと
。

・ア
クテ
ィビ
テ
ィを
取
り入

れ
る
際
は
対
話
と会

話
を
促
す
た
め
の
手
段
で
あ
り、
そ

れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
こと
を
意
識
す
る
こと
。

等
が
必
要
で
あ
り、
静
か
に
休
め
る
場
所
な
ども
準
備
され
る
こと
が
望
ま
しい
。

平
成

28
年
度
老
人
保
健
事
業
推
進
費
等
補
助
金
（
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
）

認
知
症
カフ
ェの
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

誤
解

1
“
認
知
症
”
と
い
う
名
前
を
入
れ
た
く
な
い
。

誤
解

2
認
知
症
の
人
が
来
な
い
の
で
す
が
？

誤
解

3
参
加
者
が
希
望
す
る
か
ら
カ
フ
ェ
の
時
間
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！

誤
解

4
サ
ロ
ン
と
一
緒
で
は
な
い
の
で
す
か
？

誤
解

5
カ
フ
ェ
を
我
が
法
人
の
ウ
リ
に
し
よ
う
！

誤
解

6
常
設
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
は
？

“認
知
症
カフ
ェ”
を
め
ぐる
い
くつ
か
の
誤
解

な
ぜ
この
様
な
誤
解
が
生
ま
れ
た
の
か
？

認
知

症
の

人
が

集
ま
ら
な
い

こ
れ

は
課

題
で
あ
り
、
課

題
で
は

な
い

25
25 27

26 28
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認
知
症
カフ
ェモ
デ
レ
ー
ター
養
成
研
修

の
実
施

30

D
C
ネ
ッ
ト

仙
台

セ
ン
タ
ー
研

究
成

果
検

索

認
知
症
カ
フ
ェ
・
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
役
割

認
知
症
カ
フ
ェ
の
目
的
を
意
識
し
そ
の
目
的
達
成
に
導
く
役
割
を
担
う

認
知
症
カ
フ
ェ
の
目
的
を
理
解
し
環
境
を
整
え
人
材
を
育
成
す
る
役
割
を
担
う

認
知
症
カ
フ
ェ
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
継
続
や
周
知
へ
の
働
き
か
け
の
役
割
を
担
う

認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
「
当
事
者
」
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

20
17

年
11

月
1日

に
仙
台
市
内
限
定
で
開
催

20
18

年
度
は
、
公
開
し
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
現
在
テ
キ
ス
ト
作
成
中

Su
m

m
ar

y 
Tr

ai
ni

ng
 M

od
er

at
or

 A
lzh

ei
m

er
 C

af
é（

Dr
. B

èr
e

M
ie

se
n）

よ
り

ま
と
め

認
知
症
カ
フ
ェ
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
、
新
た
な
可
能
性
を

こ
れ
ま
で
に
な
い
集
ま
り
と
し
て
の
“認

知
症
カ
フ
ェ
”
は

“
敷
居
の
低
い
”
集
ま
り
で
あ
る
こ
と

心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

物
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
（地

域
性
も
十
分
要
考
慮
）

認
知
症
の
有
無
や
、
介
護
者
、
専
門
職
の
す
べ
て
が
当
事
者
で

あ
り
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
（
学
び
、
交
流
、
時
間
）目

指
す
。

29
30
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セカンドステージを迎えた
　認知症カフェの可能性

武地　一
藤田保健衛生大学医学部　認知症・高齢診療科  教授

プロフィール

武地　一　（たけち　はじめ）
●略歴　　　　　　　
昭和61年3月	 京都大学医学部医学科卒業
昭和61年6月	 京都大学医学部附属病院（内科研修医）
昭和62年6月	 福井赤十字病院内科医員
平成 元  年 4月	 京都大学大学院医学研究科博士課程（加齢医学）
平成　5年4月　	新技術事業団研究員（大阪バイオサイエンス研究所）
平成　8年4月　	ドイツ・ザール大学生理学研究所博士研究員
平成11年4月　	京都大学医学部附属病院老年科 助手（助教）
平成22年7月　	京都大学大学院医学研究科加齢医学 講師
平成26年 4月	 京都大学大学院医学研究科臨床神経学 講師
平成28年 4月	 現職

●所属学会、役職、資格等：　　　
日本老年医学会　代議員・専門医・指導医、　日本認知症学会　代議員・専門医・指導医
日本老年精神医学会　専門医・指導医、　日本内科学会　総合内科専門医
日本認知症ケア学会、日本神経科学学会、日本神経学会　会員、　認知症サポート医

●主たる活動・テーマ
認知症の早期診断・病態解明、早期からのケア介入、家族支援、
高齢者総合的機能評価、地域包括ケアに向けた取り組み

●受賞
平成28年度日本認知症ケア学会・読売認知症ケア賞（奨励賞）

●著書
「認知症カフェハンドブック」（2015年）、「ようこそ、認知症カフェへ」（2017年）

講演2 13:55〜14:40
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

か
か
り
つ
け
医
・
訪
問
型
認
知
症
診
療

認
知
症
専
門
医
・
専
門
医
療
機
関
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

一
般
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

認
知
症
カ
フ
ェ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
配
食
サ
ー
ビ
ス

在
宅
生
活

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
な
ど
家
族
会
・
NP

O法
人
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
行
政

介 護 ・ 福 祉 ・ 住 ま い ・ 住 民 保 健 ・ 医 療 ・ 看 護地 域 資 源

精
神
科
病
棟
・
認
知
症
治
療
病
棟

家
族

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

特
養

老
健
施
設

民
生
委
員
・
老
人
福
祉
員
等

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

サ
ロ
ン
・
居
場
所

小
規
模
多
機
能
・
短
期
入
所

認
知
症
対
応
型
デ
イ
・重
度
認
知
症
デ
イ
ケ
ア

地
域
住
民

後
見
制
度
・意
思
決
定
支
援

軽
度

中
等
度

重
度

終
末
期

気
づ
き

一
般
病
院
・
療
養
型
病
床

訪
問
歯
科
・訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
薬
局

認
知
症
の
度
合
い

認 知 症 ケ ア パ ス 経 時 表 示

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
・
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
新
た
な
施
策

介
護
保
険
制
度

認
知
症
の
人
の
生
活
を
支
え
る
基
本
的
な
仕
組
み

成
年
後
見
制
度
・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
・
金
銭
管
理
等
を
支
え
る
仕
組
み

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
し
、
ケ
ア
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
結
果
的
に
地
域
か
ら

排
除
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
を
支
援
す
る
仕
組
み

認
知
症
カ
フ
ェ

地
域
で
気
軽
に
認
知
症
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
相
談
で
き
た
り

す
る
と
と
も
に
当
事
者
や
支
援
者
の
活
動
拠
点
と
な
る
仕
組
み

認
知
症
ケ
ア
加
算
と
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム

身
体
合
併
症
の
治
療
を
支
援
す
る
仕
組
み

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
学
び
を
深
め
る
と
共
に
、
認
知
症
の
当
事
者

が
望
み
な
ど
を
自
治
体
や
市
民
に
伝
え
て
い
く
仕
組
み

認
知
症
の
人
に

や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

ス
ー
パ
ー
で
も
銀
行
で
も

図
書
館
で
も
、
乗
り
物
で
も

誰
も
が
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し
て

認
知
症
の
理
解
を
深
め
て

協
力
し
合
う
ま
ち

認
知
症
の
人
の
家
族
へ
の
支
援

介
護
離
職
予
防
、
家
族
会
な
ど

若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の
支
援

就
労
支
援
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

か
か
り
つ
け
医
等
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
、
総
合
事
業
、
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
地
域
の
支
援
力
を
統
合
す
る
仕
組
み

武
地
一
日
本
認
知
症
学
会
誌

in
 p

re
ss

時
間
刻
み
や
分
刻
み
で
、
生
活
の
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
観
察
す
れ
ば
、
認
知
症
の
人
を
傷
つ
け
る
よ
う

に
な
る
多
く
の
行
為
を
確
認
で
き
る
。

認
知
症
に
関
わ
っ
て
ほ
と
ん
ど
す
ぐ
に
、
わ
た
し

は
人
格
を
奪
う
こ
れ
ら
の
傾
向
に
は
っ
き
り
と
気
づ

い
た
。
わ
た
し
が
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
け
た

名
前
は
、
「
悪
性
の
社
会
心
理
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
認
知
症
ケ
ア
の
心
理
的
課
題
が
真
剣

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
介
護
者
に
必
要
な
の

は
普
通
の
や
さ
し
さ
や
常
識
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、

矮
小
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。

（
中
略
）
家
族
介
護
者
に
し
て
も
、
多
く
の
仕
事
を

一
人
で
こ
な
し
、
現
状
で
は
う
ま
く
や
る
こ
と
な
ど

実
際
上
不
可
能
な
仕
事
を
引
き
受
け
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
人
間
は

「
造
ら
れ
て
」
い
な
い
の
で
あ
る
。

認
知
症
の
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア

新
し
い
ケ
ア
の
文
化
へ

D
em

en
tia

 re
co

ns
id

er
ed

 th
e 

pe
rs

on
 c

om
es

 fi
rs

t
ト
ム
・
キ
ッ
ト
ウ
ッ
ド
著

高
橋
誠
一
訳

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た

認
知
症
カ
フ
ェ
の
可
能
性20

18
年

3月
14
日

藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部

認
知
症
・
高
齢
診
療
科

武
地

一

第
13
回
大
府
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

認
知
症
カ
フ
ェ
の
意
義
と
現
状

1 3

2 4
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本
人
ニ
ー
ズ
と
家
族
ニ
ー
ズ
の
相
反
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

イ
ラ
ス
ト
は

To
ge

th
er

 V
ol

.5
よ
り

不
安

役
割
が
な
い

見
捨
て
ら
れ
る

仲
間
が
ほ
し
い

自
分
を
認
め
て
ほ
し
い

家
族
に
申
し
訳
な
い

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
の
実
際
の
動
き

と
役
割
分
担

➢
本
人

対
ス
タ
ッ
フ

➢
家
族

対
ス
タ
ッ
フ

➢
本
人
同
士
の
結
び
つ
き
へ
の
サ
ポ
ー
ト

➢
家
族
同
士
の
結
び
つ
き
へ
の
サ
ポ
ー
ト

➢
本
人
・
家
族
の
結
び
つ
き
へ
の
サ
ポ
ー
ト

➢
キ
ッ
チ
ン
、
物
品
補
給
、
保
守
、
記
録
、
経
理

➢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
シ
フ
ト
作
成
・
連
絡

➢
利
用
者
と
の
連
絡
・
利
用
調
整

➢
地
域
と
の
調
整
、
広
報
、
地
域
資
源
開
拓

接
客
関
連

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
コ
モ
ン
ズ
の
ス
タ
ッ
フ
の
構
成

認
知
症
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
の
一
例
と
し
て

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
登
録

6名
）

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
登
録

14
名
）

高
齢
者
福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
中
か
ら
、
認
知
症
ケ
ア
、
少
子
高
齢
化
社
会

の
経
済
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
を
持
つ
者

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ア
ド
バ
ン
ス
講
座
受
講
者
の
中
で
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
つ
者

認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
を
意
識
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
募
集

専
門
職
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
数
名
）

専
門
職
や
学
区
社
協
関
係
者
の
中
で
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
興
味
を
持
つ
者

参 加 者 に は 更 に 研 修

＊
人
数
は
開
設
当
初
の
数
字
。

私
に
と
っ
て
の

1号
店

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
コ
モ
ン
ズ

（
オ
ア
シ
ス
型
？
）

5 7

6 8
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
上
京
の
開
店

１
４
時
～
14
時
半

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専
門
家
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

地
域
専
門
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

14
時
半
～
15
時

音
楽
の
生
演
奏

15
時
～
16
時

カ
フ
ェ
タ
イ
ム

ス
タ
ッ
フ
は
12
時
半
集
合
後
、
事
前
準
備
。

カ
フ
ェ
終
了
後
に
後
片
付
け
や
振
り
返
り
を
行
い
17
時
頃
解
散
。

予
約
不
要
の
地
域
に
開
か
れ
た
カ
フ
ェ
と
し
て
運
営

私
に
と
っ
て
の

2号
店

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
上
京

（
緑
化
運
動
型
？
）

医
療
・
介
護
の
専
門
職

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

ス
タ
ッ
フ

特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

て
い
な
い
地
域
支
援
者

親
し
み
や
す
さ
が
な
い

親
し
み
や
す
さ
が
あ
る

専
門
性
が
高
い

専
門
性
が
低
い

認
知
症
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
像
や
支
援
者
の
役
割
分
担

9 11

10 12
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0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

日
本
で
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
増
加

年

認 知 症 カ フ ェ の 数

認
知
症
の
本
人
：

➢
同
じ
立
場
の
人
と
つ
な
が
り
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る

➢
認
知
機
能
低
下
に
引
け
目
を
感
じ
る
こ
と
な
く
社
会
と
の
接
点
を
持
て
る

➢
本
人
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
対
等
な
生
活
者
と
し
て
個
性
を
尊
重
し
た
交
流
が
で
き
る

認
知
症
の
人
の
家
族
：

➢
同
じ
病
気
の
家
族
を
持
っ
た
同
士
で
の
日
常
の
困
難
さ
や
様
々
な
工
夫
を
話
し
合
え
る

➢
専
門
職
に
も
気
軽
に
相
談
で
き
る

➢
自
分
の
家
族
以
外
の
認
知
症
の
人
の
様
子
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
る

専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
：

➢
初
期
の
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
葛
藤
や
悩
み
を
じ
か
に
感
じ
る

➢
認
知
症
の
人
が
持
つ
生
活
者
と
し
て
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：

➢
認
知
症
を
生
き
る
人
々
へ
の
接
し
方
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

認
知
症
カ
フ
ェ
に
期
待
さ
れ
る
主
な
効
果

武
地
一
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌
2
0
1
5

認
知
症
カ
フ
ェ
の
様
子

認
知
症
カ
フ
ェ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
⇒

認
知
症
カ
フ
ェ
を
通
じ
て
、
本
人
の
視
点
の
浸
透
と
、
地
域
の
人
々
や
専
門
職
の
意
識
を
変
革

主
催
は
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
上
京
実
行
委
員
会
」

・
上
京
区
通
所
介
護
・
小
規
模
多
機
能
事
業
所
等
連
絡
会

「
さ
さ
え
愛
の
会
」

・
京
都
府
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
Ｂ
地
区
（
上
京
区
）

・
上
京
区
地
域
介
護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー

・
上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

・
N
PO
法
人
オ
レ
ン
ジ
コ
モ
ン
ズ

協
力
団
体
と
し
て

・
上
京
区
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
小
川
、
成
逸
、
乾
隆
、
仁
和
）

・
地
域
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
開
催
場
所
に
よ
る
）

カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
そ
の
他
、
有
志
の
方
々

＊
上
記
、
主
催
・
協
力
団
体
は
発
足
当
初
の
状
況
を
記
し
て
い
ま
す
。
13 15

14 16
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～
研
修
受
講
者
か
ら
み
た
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
コ
モ
ン
ズ
～

・
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
側
の
人
が
、
自
分
た
ち
の
カ
フ
ェ
を
語
る
こ
と

・
カ
フ
ェ
に
来
店
者
と
し
て
来
る
人
が
カ
フ
ェ
で
の
経
験
を
話
す
こ
と

・
自
分
た
ち
の
カ
フ
ェ
を
創
ろ
う
等
す
る
人
が
、
カ
フ
ェ
を
見
て
観
察
し
た
こ
と

・
平
成

27
年
度
実
施

・
研
修
希
望
者
は
申
し
込
み
受
諾
の
後
、
研
修
前
に
事
前
資
料
を
確
認

・
当
日
は
、

10
時
集
合
、

17
時
頃
ま
で

1日
の
カ
フ
ェ
を
経
験

・
終
了
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
記
載
し
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
を
確
認
後
、
修
了
証
受
け
取
り

・
平
成

27
年
度
、

37
名
が
受
講
・
修
了

・
修
了
者
の
レ
ポ
ー
ト
、

36
00

0字
。
そ
こ
か
ら
何
が
見
え
て
き
た
か
！
？

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
コ
モ
ン
ズ
を
語
る
に
は
、
様
々
な
語
り
方
が
あ
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ

OJ
T研
修
（

On
 th

e 
Jo

b 
Tr

ai
ni

ng
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
コ
モ
ン
ズ
の
沿
革

・
20

12
年

4月
頃
か
ら
計
画
し
、
20

12
年

9月
に
オ
ー
プ
ン

・
専
門
職
な
ど
数
名
が
企
画
・
立
案

・
市
民
並
び
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
声
を
か
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
・
研
修

・
来
店
者
は
、
認
知
症
の
人
と
家
族
、
特
に
若
年
性
あ
る
い
は
前
期
高
齢
発
症
の
人

・
来
店
の
案
内
は
、
当
初
、
企
画
者
の
病
院
に
通
院
す
る
人
に
声
か
け

・
原
則
、
予
約
制

・
店
の
場
所
は
、
街
中
の
民
家
風
の
ス
ペ
ー
ス

・
開
店
は
週

1回
、
11
時
～

15
時
（
当
初
は
、
10
時
半
～

15
時
半
）

・
開
店
中
は
特
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
く
、
会
話
を
中
心
に
そ
の
日
の
流
れ
で
行
動

・
利
用
料
は
、
飲
み
物
代

10
0円

・
運
営
母
体
は

NP
O法

人
オ
レ
ン
ジ
コ
モ
ン
ズ
（
20

14
年

4月
設
立
）

・
運
営
資
金
は
補
助
金
・
助
成
金
を
申
請

・
主
な
支
出
は
、
ス
タ
ッ
フ
謝
金
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
希
望
に
よ
り
無
償
と
有
償
を
選
択
）

・
そ
の
他
の
支
出
は
、
そ
の
時
に
応
じ
て
で
あ
る
が
、
場
所
代
、
通
信
費
等

・
平
成

27
年
度
の
来
店
者
数
は
、
認
知
症
の
人

24
5人
、
家
族

23
4人
（
36
回
開
催
）

・
平
成

27
年
度
の
ス
タ
ッ
フ
参
加
数
は

35
5人

運
営
で
の
課
題

0
2

4
6

8
10

運
営
の
目
的
が
定
ま
ら
な
い

現
状
で
課
題
は
特
に
感
じ
て
い
な
い

運
営
の
目
的
に
内
容
が
合
致
し
な
い

運
営
費
用
が
準
備
で
き
な
い
、
足
り
な
い

認
知
症
と
い
う
こ
と
を
オ
モ
テ
に
出
す
こ
と
が
難
し
い

参
加
者
が
多
す
ぎ
る

運
営
の
内
容
が
定
ま
ら
な
い

運
営
場
所
や
設
備
が
不
十
分
で
あ
る

参
加
者
が
少
な
い

広
報
の
仕
方
が
難
し
い

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
難
し
い 京
都
認
知
症
カ
フ
ェ
連
絡
会
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
（
20
15
.0
6）

平
成

28
年
度
厚
労
省
老
健
事
業
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
態
に
関
す
る
調
査
「
継
続
に
不
安
を
持
つ
方
の
課
題
」
よ
り

”
認
知
症
カ
フ
ェ
”
の
ネ
ー
ム
に
御
家
族
や
御
本
人
が
抵
抗
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
面
が

あ
る
。
ま
た
、
御
本
人
と
一
緒
に
参
加
す
れ
ば
、
相
談
で
き
な
い
面
が
あ
り
、
参
加
で
き
な

い
と
の
声
が
あ
り
、
家
族
の
み
の
参
加
が
多
い
。

送
迎
や
弁
当
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
仕
方
な
い
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を
求
め
ら
れ
て

い
る
気
が
す
る
。
一
般
参
加
の
方
も
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
達
の
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
に
し
て
い
る
ふ
し
も
あ
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
定
義
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
の
内
容
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
。
持
ち
出
し
費
用
が
あ
り
、
所
属
機
関
に
対
し
て
費
用
対
効
果
を
説
明
し
づ
ら
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
住
民
の
認
識
は
、
個
人
的
な
こ
と
で
自
分
に
は
関
係
な
い
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
。
”
認
知
症
予
防
”
に
重
点
を
置
い
て
運
営
す
べ
き
か
？

地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
認
知
症
で
苦
し
ん
で
い
る
人
や
家
族
が
い
る
の
で
、
ど
の
様
に
掘
り

起
こ
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
に
関
す
る
疑
問
・
不
安
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
も
事
実
で
す

17 19

18 20
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参
加
し
て
い
る
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
に
関
す
る
要
素

カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る

要
素

カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
や
存
在
意
義
に

関
す
る
要
素

有
意
義
な
カ
フ
ェ
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は

「
市
民
・
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
力
量
を
高
め
れ
ば
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
多
く
の
年
代
の
人
が
集
ま
る
こ
と
で
活
力
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
活
動
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
」

「
記
憶
が
失
わ
れ
て
い
く
不
安
や
恐
怖
を
和
ら
げ
、
楽
し
い
空
間
と
な
る

よ
う
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
然
な
対
応
に
多
く
を
学
ん
だ
」

①
市
民
、
学
生
、
専
門
職
か
ら
な
る
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
と
そ
の
役
割

②
ス
タ
ッ
フ
の
学
び
の
積
み
重
ね
や
熱
意
と
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

③
振
り
返
り
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
共
有
と
団
結
力

④
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
を
知
り
、
心
地
よ
い
環
境
を
目
指
す
ス
タ
ッ
フ
の
動
き

カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
要
素

「
カ
フ
ェ
で
は
皆
で
寄
り
集
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
上
の
不
安
や
人
間
関
係

の
不
安
な
ど
の
孤
独
感
か
ら
解
放
さ
れ
る
」

「
介
護
者
同
士
で
悩
み
ご
と
を
相
談
し
あ
っ
て
お
ら
れ
た
と
き
、
専
門
職
と

の
話
し
合
い
の
中
で
は
な
か
な
か
出
な
い
よ
う
な
本
音
が
話
し
合
わ
れ
て

い
た
」

「
本
人
も
あ
り
の
ま
ま
に
く
つ
ろ
げ
、
そ
ん
な
本
人
の
姿
も
垣
間
み
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
大
切
だ
と
思
っ
た
」

①
本
人
が
自
分
ら
し
さ
を
実
感
し
、
あ
り
の
ま
ま
に
過
ご
せ
る
場

②
家
族
が
辛
さ
や
不
安
を
気
兼
ね
な
く
語
れ
る
場

③
本
人
と
家
族
が
共
に
集
う
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
繋
が
り

参
加
し
て
い
る
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
関
す
る
要
素

「
皆
さ
ん
の
明
る
さ
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
笑
い
声
が

あ
っ
た
。
」

「
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
人
財
、
場
所
（
空
間
）
、
知
識
、

情
報
、
物
、
費
用
、
運
営
力
、
推
進
力
、
継
続
力
等
が
必
要
だ
と
わ
か
っ

た
」

①
「
カ
フ
ェ
」
と
い
う
設
定
に
よ
る
自
然
な
参
加
意
識
と
居
心
地
の
良
さ

②
認
知
症
カ
フ
ェ
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要
素
と
地
域
に
お
け
る
カ
フ
ェ
の
意
義

カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
や
存
在
意
義
に
関
す
る
要
素

21 23

22 24
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
認
知
症
の
中
核
症
状
と
行
動
心
理
症
状
に
わ
け
て
治
療
期
間
や
治
療

目
標
の
違
い
が
説
明
で
き
ま
す
か
？


認
知
症
の
人
に
良
い
状
態
と
悪
い
状
態
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
そ
の

状
態
が
周
囲
の
人
の
理
解
や
接
し
方
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を
理
解

で
き
て
い
ま
す
か
？


認
知
症
の
本
人
や
家
族
が
み
ず
か
ら
支
援
を
求
め
て
医
療
や
ケ
ア
の

場
に
現
れ
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
そ
の
よ
う
な
場

合
の
対
応
法
に
つ
い
て
専
門
職
と
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？


若
年
性
認
知
症
の
場
合
の
本
人
・
家
族
の
特
別
な
心
境
や
制
度
利
用

に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
、
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
考
え
方
が
異
な
る
と
き
、
時
に
は
他
者
の
や
り
方

に
従
っ
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？


地
域
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
地
域
啓
発

に
大
切
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

認
知
症
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
心
得
て
お
こ
う

「
よ
う
こ
そ
、
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
」
よ
り

認
知
症
の
人
の
家
族
と
接
す
る
と
き


認
知
症
の
人
を
見
守
る
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
家
族
が
話
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
傾
聴
が
で
き
ま
す
か
？


家
族
の
認
知
症
症
状
へ
の
理
解
が
不
十
分
な
場
合
、
病
気
の
特
徴
や
接

し
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
ま
す
か
？


家
族
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
助
言
が
で
き
ま
す
か
？
（
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
）


介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
か
？


家
族
自
身
の
健
康
や
生
活
に
対
し
て
助
言
や
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？


認
知
症
の
人
と
家
族
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
、
両
者
が
良
い
関

係
に
な
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き
ま
す
か
？


家
族
が
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
従
来
認
知
症
の
人
が
し
て
い
た
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
心
理
的
支
援
や
助
言
が
で
き
ま
す
か
？

本
人
と
家
族
双
方
へ
の
か
か
わ
り 「
よ
う
こ
そ
、
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
」
よ
り


「
介
護
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
一
方
的
な
気
持
ち
で
は
な
く
、
友
人
と
し

て
一
緒
に
楽
し
も
う
と
し
て
い
ま
す
か
？


遠
隔
記
憶
（
昔
の
こ
と
な
ど
）
と
近
時
記
憶
（
最
近
の
こ
と
や
10
分
前

の
こ
と
）
の
違
い
を
理
解
し
て
、
本
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
？


疾
患
の
種
類
や
重
症
度
（
FA

ST
ス
テ
ー
ジ
な
ど
）
を
意
識
し
て
、
本

人
へ
の
か
か
わ
り
や
会
話
、
助
言
、
同
行
が
で
き
ま
す
か
？


病
識
の
有
無
や
程
度
を
理
解
し
て
、
本
人
へ
の
か
か
わ
り
や
会
話
な

ど
が
で
き
ま
す
か
？


本
人
の
得
意
な
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ
と
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？


本
人
の
不
安
感
を
意
識
し
、
安
心
を
与
え
る
よ
う
な
会
話
や
か
か
わ

り
が
で
き
ま
す
か
？
（
会
話
の
複
雑
さ
や
声
の
ト
ー
ン
な
ど
の
調
節
も

必
要
）

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
①

「
よ
う
こ
そ
、
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
」
よ
り

認
知
症
カ
フ
ェ
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
著
わ
し
て
い
ま
す

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
い
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
2冊
目
の
本
を
、
出
版
し
ま
し
た
。

20
15
年

2月
20

17
年

5月
違
い
は
と
問
わ
れ
る
と
？

25 27

26 28
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認
知
症
ケ
ア
を
考
え
る
地
域
の
人
び
と
、
専
門
職
な
ど
が

あ
ー
で
も
な
い
、
こ
ー
で
も
な
い
と
、
話
し
合
い
な
が
ら
協
力

し
て
、
認
知
症
の
本
人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
認
知
症
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て

も
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
、
具
体
的
な
作
業
を
行
う
場
が
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

ケ
ア

医
療

入
り
口
と
ケ
ア
は
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
続
・
・
・

初
期
集
中

支
援
機
能

認
知
症

カ
フ
ェ

D
FC

（
ま
ち
づ
く
り
）

本
人

家
族

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

か
か
り
つ
け
医


ケ
ア
の
守
備
範
囲
を

拡
大


認
知
症
ケ
ア
パ
ス


人
材
育
成


急
性
期
病
院
看
護
師
の

認
知
症
対
応
力
向
上
研
修


認
知
症
サ
ポ
ー
ト
ナ
ー
ス

養
成
研
修


認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム


在
宅
医
療
の
発
展

マ
ン
ガ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
芝
居
（
社
会
へ
の
浸
透
）

連
続
講
座
の
開
講

生
活

京
都
府
立
洛
南
病
院
森
俊
夫
先
生
作
図

ケ
ア

入
口

部
分

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

医
療

か か り つ け 医

医
療
・
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
む
要
因

●
ア
ク
セ
ス
を
受
け
る
側
の
要
因

◍
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
の
未
成
熟

◍
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム
の
不
在

◍
医
療
と
ケ
ア
の
連
携
不
足

●
ア
ク
セ
ス
す
る
側
の
要
因

（
知
識
不
足
、
独
居
、
貧
困
、
社
会
的
孤
立
、

支
援
拒
否
、
偏
見
、
複
合
的
家
族
問
題
）

入
り
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
・
・
・

広
義
の
入
り
口
問
題

●
身
体
合
併
症
問
題

●
地
域
医
療
未
成
熟

広
義
の
入
り
口
問
題

●
ケ
ア
か
ら
の
排
除

●
若
年
性
認
知
症

森
俊
夫
訪
問
看
護
と
介
護

Vo
l.1

8 
N

o.
1,

 2
01

3よ
り
一
部
改
変

ま
ず
、
入
り
口
問
題
を

意
識
す
る
こ
と

29 31

30
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21

報告1 14:55〜15:20

オレンジカフェよかとこ
〜認知症高齢者の見守り拠点としての役割〜

谷　祐樹
長崎市琴海地域包括支援センター　管理者

プロフィール

谷　祐樹（たに　ゆうき）
●現職
長崎市琴海地域包括支援センター　管理者

●資格
社会福祉士、介護支援専門員

●その他の役職
2015年 4月～　長崎県社会福祉士会　理事
2017年 4月～　長崎県社会福祉士会　権利擁護センターぱあとなあ長崎　運営委員長

〈座長〉小長谷　陽子（認知症介護研究・研修大府センター　研究部長）実践報告
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☆
き
ん
か
い
介
護
家
族
会
（

H
2

5
.7
月

～
）

【
日

時
】

毎
月
第

3
木
曜
日

1
0
：

3
0
～

1
2
：

0
0

【
場

所
】

『
琴

海
南

部
総

合
セ

ン
タ

ー
』

【
対

象
者

】
介

護
を

し
て

い
る

方
、

介
護

の
経

験
が

あ
る

方

介
護
を
す
る
予
定
の
あ
る
方

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
よ
か
と
こ
の
前
身

認
知

症
の

方
や

身
体

介
護

が
必

要
な

方
を

介
護

さ
れ

て
い

る
ご

家
族

な
ど
が
、
お
互
い
の
悩
み
を
相
談
し

、
情
報
交
換
を

行
う
少
人
数
の
会

H
2

7
年

4
月

～
「

認
知

症
カ

フ
ェ

」
と

し
て

モ
デ

ル
事

業
実

施
（

長
崎
市
内

3
か
所

）

◇
面

積
：

6
7

.6
3

k
㎡

◇
人

口
：

1
2

,3
2

0
人

◇
高
齢

者
数

：
4

,1
2

9
人

◇
高
齢

化
率

：
3

3
.5
％

◇
認

定
率

：
2

2
.3
％

【
琴

海
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
人

員
配

置
】

・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

1
名

・
保

健
師

1
名

・
社
会
福
祉
士

3
名

（
う

ち
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
1
名

）

琴
海
地
区
の
紹
介
（

H
2

9
.1

2
月
現
在
）

琴 海
◇

人
口
：

4
2

6
,5

3
1
人

◇
高

齢
者

数
：

1
3

0
,5

6
9
人

◇
高

齢
化

率
：

3
0

.6
％

◇
認

定
率

：
2

2
.3
％

【
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
設

置
主

体
】

・
セ

ン
タ

ー
数

：
2

0
箇

所
・

設
置

主
体

：
委

託
1

0
割

【
認

知
症

カ
フ

ェ
開

設
状

況
】

・
包

括
：

1
5
ヶ

所
・

医
療

機
関

：
3
ヶ

所

長
崎
市
の
紹
介
（

H
2

9
.1

2
月

現
在
）

長
崎

市
琴

海
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
管

理
者

谷
祐

樹

オ
レ

ン
ジ

カ
フ

ェ
よ

か
と

こ

～
認

知
症

高
齢

者
の

見
守

り
拠

点
と

し
て

の
役

割
～

1 3

2 4
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ

（
脳

の
元

気
度

チ
ェ

ッ
ク

）

受
付

飲
み
物
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

～
内

容
～

➢
認

知
症

に
関

す
る

講
話

➢
情

報
交

換

➢
専

門
職

へ
の

相
談

➢
脳

の
元

気
度

チ
ェ

ッ
ク

（
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
）

➢
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
ブ

ー
ス

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
よ
か
と
こ

毎
月
第
2
土
曜
日

1
3
：
0
0
～
1
5
：
0
0

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か
と
こ

H
2
7
.6
.1
3

➢
情

報
収
集
（
書
籍
、
各
地
の
チ
ラ
シ
等
、
視
察
）

➢
認

知
症

カ
フ

ェ
の

ネ
ー

ミ
ン
グ

募
集

（
対
象
：
介
護
保
険
事
業
所
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
）

➢
開

催
場

所
の

選
定

➢
医

療
機

関
等

へ
挨

拶
周

り
、
ポ

ス
タ
ー

の
掲
示

（
病
院

・
薬
局

・
商
店

等
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ

（
事
前
準
備
：

H
2

7
.4
月
～

5
月
）

5 7

6 8
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ

（
交
流
・
個
別
相
談
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か
と
こ
（
事
業
所
紹
介
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か
と
こ
（
笑
い
ヨ
ガ
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ
（

講
師

に
よ

る
講

話
）

9 11

10 12
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参
加

者
内

訳
H

2
7
年

度
H

2
8
年

度
Ｈ

2
9
年

度
備

考

本
人

0
.7

1
.7

2
.5

家
族

1
.5

1
.8

2
.5

地
域

住
民

7
.4

1
0

.2
1

3
.5

医
療

・
福

祉
関

係
者

6
.4

6
.4

7
.0

・
他

エ
リ

ア
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・

多
機

関
型

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
薬

剤
師

、
看

護
師

・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

・
駐

在
所

等

介
護

保
険

事
業

所
の

利
用

者
と

付
添

ス
タ

ッ
フ

1
3

.3
5

.1
6

.1

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
・

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
・

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
・

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

そ
の

他
0

0
1

.5
・

大
学

生
、

障
害

者
施

設

平
均

（
1
つ

き
あ

た
り

）
3

1
.5

2
5

.2
3

1
.5

認
知

症
サ

ポ
ー

ト
リ

ー
ダ

ー
3

.6
2

.8
2

.5
（

協
力

者
）

琴
海

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

2
.3

3
.3

3
.7

（
主

催
者

）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か
と
こ
（
参
加
者
内
訳
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ
（
テ
ー
マ
・
講
師
）

H
2

9
テ

ー
マ

講
師

（
職

種
等

）

4
月

記
憶

と
香

り
の

関
係

～
生

活
の

中
で

香
り

を
楽

し
む

♪
～

ア
ロ

マ
テ

ラ
ピ

ー
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー

5
月

ぬ
く

も
り

を
届

け
た

い
、

手
か

ら
心

へ
～

音
楽

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
楽

し
み

ま
し

ょ
う

♪
～

も
っ

て
こ

い
長

崎
ﾚ
ｸ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
お

手
玉

の
会

6
月

認
知

症
に

つ
い

て
看

護
師

さ
ん

に
聞

い
て

み
よ

う
！

認
知

症
看

護
認

定
看

護
師

7
月

認
知

症
の

早
期

受
診

の
大

切
さ

と
認

知
症

の
人

と
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

精
神

科
医

8
月

認
知

症
と

口
腔

ケ
ア

の
仕

方
に

つ
い

て
歯

科
医

師

9
月

想
い

出
の

効
果

Ⅱ
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

相
談

員

1
0
月

認
知

症
と

食
生

活
～

旬
の

野
菜

や
地

元
の

食
材

を
使

っ
て

～
管

理
栄

養
士

1
1
月

認
知

症
高

齢
者

の
転

倒
予

防
理

学
療

法
士

1
2
月

認
知

症
予

防
の

方
法

～
最

新
情

報
を

加
え

て
～

作
業

療
法

士

1
月

笑
い

ヨ
ガ

で
認

知
症

予
防

♪
な

が
さ

き
笑

い
ヨ

ガ
倶

楽
部

2
月

認
知

症
に

は
糖

質
制

限
食

が
良

い
薬

剤
師

3
月

認
知

症
と

車
の

運
転

・
詐

欺
被

害
に

つ
い

て
警

察
官

➢
リ

ピ
ー

タ
ー

の
確

保
・

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
・

参
加

者
へ

の
参

加
案

内
（

ハ
ガ

キ
）

➢
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
雰

囲
気

づ
く

り
・

名
称

変
更

（
認

知
症

カ
フ

ェ
⇒

オ
レ

ン
ジ

カ
フ

ェ
）

・
エ

プ
ロ

ン
、

テ
ー

ブ
ル

ク
ロ

ス
の

購
入

・
ド

リ
ッ

プ
コ

ー
ヒ

ー
の

提
供

・
手
作
り
の
ぼ
り
の
作
成

➢
周

知
活

動
の

強
化

・
包

括
広

報
誌

、
地

域
の

広
報

誌
へ

の
掲

載
・
認
サ
ポ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
新
聞
へ
の
コ
ラ
ム
掲
載

・
新

聞
で

の
案

内

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ

（
定

着
化

へ
の

取
り

組
み

）
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

×
い
な
カ
フ
ェ
（
コ
ラ
ボ
企
画
）

13 15

14 16
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➢
参
加
者
の
増
加
（
紹
介
、
広
報
誌
、
新
聞

）

➢
参
加
者
か
ら

の
相

談
⇒

専
門

医
受

診
、

サ
ー

ビ
ス

紹
介

➢
参
加
者
か
ら

の
情

報
提

供
⇒

包
括

が
フ

ォ
ロ

ー

➢
支
援
の
協
力

体
制

構
築

、
情

報
共

有
の

場

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
よ
か
と
こ

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
拠
点

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ
（
効
果
・
考
察
）

（
家

族
）

・
家
族
同
士
が
気
軽
に
話
せ
る
関
係
が
で
き

自
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
い
る
。

・
本
人
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い
。

（
地

域
住

民
）

・
毎
回
た
め
に
な
る
話
が
聞
け
る
の
で

カ
フ
ェ
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
。

（
認

知
症

サ
ポ

ー
ト

リ
ー

ダ
ー

）
・
暖
か
い
雰
囲
気
が
良
い
。
地
域
の
人
の
手

助
け
を
し
た
い
の
で
、
今
後
も
協
力
し
た
い
。

（
専

門
職

）
・
講
話
も
た
め
に
な
る
し
講
師
か
ら
直
接
助
言

が
も
ら
え
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
活
か
し
た
い
。

（
施

設
利

用
者

）
・
以
前
の
知
人
に
会
え
て
う
れ
し
い

。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

よ
か

と
こ
（
参
加
者
の
声
）

17
18



27

報告2 15:20〜15:45

カフェくちなし
～地域とのつながりでできること～

齊藤　千晶
認知症介護研究・研修大府センター　研究員

プロフィール

齊藤　千晶（さいとう　ちあき）
●経歴
平成14年　JA愛知厚生連海南病院　リハビリテーション科　作業療法部門　
平成19年　専門学校　愛知医療学院　作業療法学科　非常勤講師　
平成21年　認知症介護研究・研修大府センター研究部研究員，現在に至る．

●資格，所属学会
作業療法士
日本作業療法士会，愛知県作業療法士会，日本認知症ケア学会，日本音響学会

●受賞
平成25年　日本認知症ケア学会　石崎賞
平成29年　日本認知症ケア学会　石崎賞
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概
要

【
場

所
】
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー

【
日

時
】
毎
月
第
２
日
曜

：
～

：

【
参
加
費
】

円
（
茶
菓
子
代
）

【
参
加
者
】
ど
な
た
で
も

医
師
、
作
業
療
法
士
、
認
知
症
介
護
指
導
者

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
相
談
員
（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
）

事
務
員

大
府
市
職
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
住
民
、
ス
タ
ッ
フ
の
子
供

仁
至
会
ス
タ
ッ
フ
：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

：

4

【
主
な
ス
タ
ッ
フ
】

コ
ン
セ
プ
ト
（
共
通
理
念
）


と
も
に
支
え
合
い
、
ふ
れ
合
え
る
場


安
心
し
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
場

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場


参
加
す
る
認
知
症
の
人
が
主
役
に
な
れ
る
場


カ
フ
ェ
以
外
で
も
輝
け
る
場
に
つ
な
げ
る

こ
と
の
で
き
る
場

「
み
ん
な
が
輝
け
る
場
所
」

3

設
立
の
経
緯

平
成

年
月

地
域
貢
献
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
提
案

平
成

年
月

～
平
成

年
月

•
認
知
症
カ
フ
ェ
の
勉
強
会
開
催

•
認
知
症
カ
フ
ェ
の
見
学

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け
研
修
会
開
催

•
オ
ー
プ
ン
準
備

…
な
ど

平
成

年
月

カ
フ
ェ

く
ち
な
し

オ
ー
プ
ン

2

名
前
の
由
来


大
府
市
の
花
「
く
ち
な
し
」


花
言
葉
：
「
幸
せ
を
運
ぶ
」
「
私
は
幸
せ
者
」

社
会
福
祉
法
人

仁
至
会

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

研
究
部

研
究
員
／
作
業
療
法
士

齊
藤
千
晶

「
カ
フ
ェ

く
ち
な
し
」

地
域
と
の
つ
な
が
り
で
で
き
る
こ
と

第
回

大
府
セ
ン
タ
ー
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

（

1 3

2 4
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
毎
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
基
本
的
に
大
府
市
内
在
中
・
在
勤
の
方
に
依
頼


社
会
福
祉
協
議
会
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大
府
市
職
員
、
当
法
人
職
員
等

8

『
で
き
る
こ
と
』
で
活
躍
す
る
場

「
カ
フ
ェ

く
ち
な
し
」
と
は
？

『
で
き
る
こ
と
』
で
活
躍
す
る
場

『
や
っ
て
み
た
い
』
で
活
躍
す
る
場

『
つ
な
が
る
』
を
実
現
で
き
る
場

7

気
軽
に
来
れ
る
場

情
報
交
換
が
で
き
る
場

楽
し
み
や
学
び
の
あ
る
場

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

開
催
時
の
様
子

6

く
ち
な
し
通
信

主
催
：
社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

協
力
：
大
府
市

大
府
市
高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

４

前
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
加
知
副
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
、
熱
中
症
と
食
中
毒
の
予
防
に

つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

【
お
問
合
せ
先
】

〒
愛
知
県
大
府
市
半
月
町
三
丁
目
２
９
４

社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

0
5
6
2
‐
4
4
‐
5
5
5
1
（
担
当
者
：
齊
藤
・
加
藤
）

介
護
老
人
保
健
施
設
ル
ミ
ナ
ス
大
府

0
5
6
2
‐
4
4
‐
7
7
3
5
（
担
当
者
：
阿
知
波
・
中
嶋
）

次
回
９
月
１
０
日
（
日
）

１
０
時
～
１
２
時

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

「
大
府
市
の
防
災
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す

い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

先
月
は
、
子
ど
も
達
が
い
っ
ぱ
い
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

初
対
面
で
も
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ん
で
い
る
姿
に
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
母
達
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
…
）

ス
タ
ッ
フ
も
皆
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
て
、
幸
せ
で
す
。

暑
さ
が
厳
し
い
毎
日
で
す
が

今
年
の
夏
も
元
気
に
、
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
予
防

☆
暑
さ
を
避
け
る
こ
と

室
内
で
も
熱
中
症
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
！

☆
こ
ま
め
な
水
分
補
給

水
分
だ
け
で
な
く
、
糖
分
や
塩
分
補
給
も
大
切
！

食
中
毒
予
防

☆
食
中
毒
菌
を

「
付
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
や
っ
つ
け
る
！
」

毎
月
、
前
回
の
カ
フ
ェ
の
様
子
等
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布

季
節
感
を
大
切
に
し
た
空
間

手
作
り
作
品
で
あ
た
た
か
い
雰
囲
気

内
容

【
カ
フ
ェ
の
内
容
】

：
～

：

：
～

：

：
～

：

カ
フ
ェ
タ
イ
ム

イ
ベ
ン
ト

カ
フ
ェ
タ
イ
ム

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
し
く
は

健
康
体
操

（
希
望
者
）


３
部
構
成


内
容
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮


途
中
の
入
退
出
が
自
由

5

み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

ホ
ッ
と
し
た
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

医
療
や
福
祉
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
も
常
駐
し
て
お
り
、
病
気
や
介
護
な
ど
に

つ
い
て
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

い
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
過
ご
せ
る
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
。
健
康
に
関
す
る
お
話
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

月
替
わ
り
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

【
主
催
】
社
会
福
祉
法
人
仁
至
会
【
協
力
】
大
府
市
、
大
府
市
高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】

〒
愛
知
県
大
府
市
半
月
町
三
丁
目
２
９
４

社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

0
5
6
2
‐
4
4
‐
5
5
5
1

（
担
当
者
：
齊
藤
・
加
藤
）

介
護
老
人
保
健
施
設
ル
ミ
ナ
ス
大
府

0
5
6
2
‐
4
4
‐
7
7
3
5

（
担
当
者
：
阿
知
波
・
中
嶋
）

＊
月
替
わ
り
で
内
容
が
変
わ
り
ま
す

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

途
中
入
退
出
は
可
能
で
す

：
～

：
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

：
～

：
＊
イ
ベ
ン
ト

：
～

：
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

も
し
く
は

健
康
体
操

（
ご
希
望
者
）

今
後
の
日
程

今
後
の
日
程

日
時
：
毎
月
第
２
日
曜
日

：
～

：

場
所
：
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー

参
加
費
：

円
（
お
菓
子
付
）

＊
事
前
申
込
み
不
要

４
月

日
、

月
日
、

月
日
、

月
日
、

月
日
（
変
則
）
、

月
日

月
日
、

月
日
、

月
日

月
日
、

月
日
（
変
則
）
、

月
日

年 年

お
友
達
同
士
、
ご
夫
婦
、
お
ひ
と
り
で
も
、
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
心
配
と
い
う
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

・
出
入
り
口
は
２
か
所
（
▲
の
箇
所
）

・
矢
印
↑
実
線
の
方
は
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
出
入
り
口
は

に
な
り

ま
す
の
で
、
１
階
で
降
り
て
く
だ
さ
い

・
お
車
は
、
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

ま
た
は

介
護
老
人
保
健
施
設
ル
ミ
ナ
ス
大
府
の
駐
車
場
Ⓟ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

5 7

6 8
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12

『
つ
な
が
る
』
た
め
に
は
？

１
事
業
所
で
は
限
界
が
あ
る

カ
フ
ェ
を
も
っ
と

多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

当
事
者
の
方
に
も

も
っ
と
参
加
し
て
欲
し
い
！

他
の
カ
フ
ェ
と
も

情
報
交
換
し
た
い
！

「
認
知
症
」
に
対
す
る

理
解
が
も
っ
と

深
ま
っ
て
欲
し
い
！

多
施
設
、
多
職
種
、
地
域
で
協
力
す
る
必
要
性

11

『
つ
な
が
る
』
を
実
現
で
き
る
場


認
知
症
の
妻
を
介
護
中
の
夫
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
し
て
い
な
い
。

カ
フ
ェ
に
参
加
し
、
奥
様
が
周
囲
と
談
笑
す
る
姿
を
見
て

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
不
安
が
軽
減
。


認
知
症
と
診
断
直
後
の
夫
を
介
護
中
。
妻
自
身
、
持
病
が
あ
り

カ
フ
ェ
参
加
当
初
は
不
安
が
強
い
様
子
。
カ
フ
ェ
の
和
や
か
な

雰
囲
気
で
現
状
や
お
気
持
ち
等
を
お
話
さ
れ
、
傾
聴
す
る
こ
と
で

少
し
づ
つ
笑
顔
が
増
え
る
。


子
ど
も
が
膨
ら
ま
し
た
風
船
で

参
加
者
同
士
、
風
船
バ
レ
ー
が

は
じ
ま
る
。


カ
フ
ェ
で
偶
然
、
旧
友
と
再
会
。

関
係
が
復
活
。
カ
フ
ェ
が
一
緒
に

出
か
け
る
１
つ
の
場
所
と
な
る
。

10

日
付

カ
フ
ェ
内
外
の
出
来
事

平
成

年
７
月

カ
フ
ェ
に
ケ
ー
ブ
ル

の
取
材
が
入
る

奥
様
と
と
も
に
出
演

９
月

さ
ん
か
ら
、
仲
間
と
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
や
っ
て
み
た
い
と
提
案

さ
ん
主
体
で
企
画
、
チ
ラ
シ
作
成
。
ス
タ
ッ
フ
は
サ
ポ
ー
ト
役

月
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
打
合
せ

そ
の
間
、
奥
様
と
は
別
々
の
席
で
過
ご
さ
れ
る

月
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！


コ
ン
サ
ー
ト
を
機
に
、
卓
球
仲
間
も
毎
月
カ
フ
ェ
に
参
加


さ
ん
・
奥
様
と
と
も
に
安
心
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
仲
間
と
と
も
に
共
有
で
き
る

時
間
が
増
え
た


さ
ん
は
「
妻
と
の
楽
し
い
時
間
が
１
日
で
も
長
く
続
く
と
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
る

『
や
っ
て
み
た
い
』
で
活
躍
す
る
場

‐
Bさ

ん
‐

9

さ
ん
（

代
、
男
性
。
認
知
症
の
奥
様
を
介
護
中
）


歌
が
得
意
。
地
域
の
合
唱
団
で
も
活
躍
中


奥
様
と
地
域
の
卓
球
教
室
に
も
参
加


カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
奥
様
と
ご
参
加

日
付

カ
フ
ェ
内
外
の
出
来
事

平
成

年
６
月

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
問
合
せ
あ
り

「
カ
フ
ェ
に
参
加
し
た
い
が
妻
が
認
知
症
で
す
。
チ
ラ
シ
に
は
「
認
知
症
」
と

い
う
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
本
人
が
気
に
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
す
」

７
月

カ
フ
ェ
に
参
加

９
月

大
府
市
主
催
の
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
座
に
参
加

月
大
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
』
で
講
師
と
し
て
参
加

奥
様
の
介
護
を
と
お
し
て
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
さ
れ
る

『
や
っ
て
み
た
い
』
で
活
躍
す
る
場

‐
Bさ

ん
‐

9 11

10 12
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今
後
、
検
討
し
た
い
こ
と

16

移
動
手
段


参
加
者
の
多
く
が
、
車
で
来
て
い
る

早
期
か
ら
の
関
わ
り


認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
の
連
携
な
ど


こ
ま
め
な
情
報
発
信

⇒
当
法
人

上
で
情
報
ア
ッ
プ

参
加
者
の
声
を
よ
り
反
映
し
た
場
作
り


プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
、
人
員
の
検
討


参
加
者
の

“で
き
る
こ
と
”
“や

り
た
い
”
“や

っ
て
み
よ
う
”を

引
き
出
す
仕
掛
け

15

『
つ
な
が
る
』
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
③


『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
』
や

『
認
知
症
家
族
の
交
流
会
』
に
参
加

（
平
成

年
度
）


認
知
症
カ
フ
ェ
交
流
会
（
平
成

年
度
～
）

•３
か
月
に
１
回
開
催

•大
府
市
職
員
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
中
心
に
、
市
内
の

認
知
症
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
を
行
う


認
知
症
ご
本
人
と
ご
家
族
の
カ
フ
ェ
参
加
の
契
機


直
接
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

14

『
つ
な
が
る
』
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
②

大
府
市
主
催
『
福
祉
・
健
康
フ
ェ
ア
』
に
参
加

（
平
成

・
年
度
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
当
セ
ン
タ
ー
合
同
で

市
民
向
け
の
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
開
催

『
お
お
ぶ
・
あ
っ
た
か
合
同
認
知
症
カ
フ
ェ
』
開
催

（
平
成

年
度
）

大
府
市
職
員
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

大
府
市
内
の
認
知
症
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
で

企
画
・
運
営

大
府
市
『
ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー

め
ぐ
り
』
に
参
加

（
平
成

年
度
～
）

13

『
つ
な
が
る
』
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
①

大
府
市
職
員
と
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
中
心
と
な
り
、
作
成

近
隣
病
院
や
事
業
所
な
ど
に
各
々
の
カ
フ
ェ
の
チ
ラ
シ
と
と
も
に
配
布

※
掲
載
の
カ
フ
ェ
は
、
国
の
認
知
症
施
策
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）の
取
り
組
み
を
参
考
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
忘
れ
が
気
に
な
る
、
心
配
と
い
う
方
、
ま
た
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
な
ど

誰
も
が
参
加
で
き
、
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ホ
ッ
と
し
た
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
前
の
申
し
込
み
不
要
で
す
。

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
府
市
役
所

高
齢
障
が
い
支
援
課

電
話

０
５
６
２

４
５

６
２
８
９
（
直
通
）

【
ス
マ
イ
ル
】

開
催
日
時
：
第
１
・
第

火
曜
日

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０

場
所
：
三
ツ
屋
公
民
館

住
所
：
共
栄
町
七
丁
目

番
地
の
１
６

参
加
費
：

円

【
さ
わ
や
か
カ
フ
ェ
】

開
催
日
時
：
第

土
曜
日

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０

場
所
：
さ
わ
や
か
タ
ウ
ン

住
所
：
共
栄
町
二
丁
目

４
２
０
番
地
の
１

参
加
費
：
３
５

円

【
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
】

開
催
日
時
：
第
２
土
曜
日

９
：
３
０
～
１
１
：
３
０

場
所
：
共
和
病
院
隣

通
所
リ
ハ
ビ
リ

コ
ス
モ
ス

住
所
：
梶
田
町
二
丁
目
７
０

参
加
費
：
２

円

【
な
ご
み
庵
】

開
催
日
時
：

ヶ
月
に

回
第
３
水
曜
日

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

場
所
：
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

住
所
：
東
新
町
一
丁
目
２
１
９

参
加
費
：

円

【
カ
フ
ェ
く
ち
な
し
】

開
催
日
時
：
第
２
日
曜
日

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

場
所
：
認
知
症
介
護
研
究
・

研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

住
所
：
半
月
町
三
丁
目
２
９
４
番
地

参
加
費
：
２

円

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
み
ち
く
さ
】

開
催
日
時
：
第

水
・
金
曜
日

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０

場
所
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
び
内
こ
も
れ
び

住
所
：
森
岡
町
二
丁
目

番
地

参
加
費
：
３
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（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で

「
カ
フ
ェ
く
ち
な
し
」
の
紹
介
映
像
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
か
ら
↓
の
言
葉
で
検
索
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
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“
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ル
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お
ぶ
「
お
お
ぶ
・
あ
っ
た
か
認
知
症
カ
フ
ェ
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ー
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ディスカッション 15:45〜16:15

〈座長〉小長谷　陽子（認知症介護研究・研修大府センター　研究部長）ディスカッション

矢吹　知之
（認知症介護研究・研修仙台センター　主任研修研究員）

武地　一
（藤田保健衛生大学医学部　認知症・高齢診療科　教授）

谷　祐樹
（長崎市琴海地域包括支援センター　管理者）

齊藤　千晶
（認知症介護研究・研修大府センター　研究員）
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認知症の方にはどう接するの？ 

動画で学ぶ認知症「知ってなるほど塾」
◆ 認知症の基礎知識

◆ 認知症に伴う行動及び心理症状の理解

◆ その人らしさを支援するための理解

認知症はどんな病気？ 

よく解る認知症シリーズ 
◆ 認知症を知る

◆ もの忘れ外来って何？

◆ スクリーニングテストとは？

◆ 認知症予防！あれこれ

◆ 若年性認知症の支援について

◆ アルツハイマー病の治療薬について

認知症介護のことなら 

DCnet

65 歳以上の 

5 人に 1人は認知症！ 

（厚労省推計） 

 DCnet は、認知症介護研究・研修仙台センター 

が運営するホームページです。 

認知症介護の専門職員育成のための研修情報や、 

最新の研究成果について情報提供しています。

　DCnet は認知症介護研究・研修センターが運営するホームページです。
　認知症介護に関する総合的な情報提供を目指しています。

認知症介護情報ネットワーク（DCnet）
認知症介護研究・研修センター

認知症介護情報ネットワーク（DCnet）
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認知症介護の専門職員養成及び在宅介護を支援する人材育成のための研修情報 

◆ 認知症介護指導者養成研修案内

◆ 「ひもときシート」を活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修案内

◆ パーソン・センタード・ケア及び認知症ケアマッピング（DCM）法研修案内

◆ 家族支援に向けたスキルアップ研修案内

研修教材ダウンロード

・ひもときシート

・ひもときテキスト

・在宅支援研修教材

などなど、施設内研修で利

用できる教材をダウンロー

ドすることができます。 

研究報告書、研究成果物の 

閲覧・ダウンロードできます。 

◆ 初めての認知症介護「食事・入浴・排泄編」 

・解説集

◆ 若年性認知症支援ハンドブック等

◆ 高齢者虐待防止支援ハンドブック等

◆ センター方式シートテキスト

報告書ダウンロード 

・高齢者虐待防止教育関連

・若年性認知症関連

・認知症地域支援関連

などなど、検索機能もつい

て、自己学習資料、指導用

参考資料に最適です。 

認知症介護研究についてもっと知りたいあなたに 

認知症介護研究データベース 
国内の研究論文、総説、レビューなどが検索できます。保健、

医療、福祉分野における認知症介護研究者、実践家、政策立案

担当者の活動に最適！ 

本データベースは、平成 23 年度厚生労働省老人保健健康増進

等事業において作成されました。 

認知症介護研究・研修仙台センター ＴＥＬ022-303-7550 ＦＡＸ022-303-7570 〒989-3201 宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘 6-149-1 

認知症介護研究・研修東京センター ＴＥＬ03-3334-2173 ＦＡＸ03-3334-2718 〒168-0071 東京都杉並区高井戸西 1-12-1 

認知症介護研究・研修大府センター ＴＥＬ0562-44-5551 ＦＡＸ0562-44-5831 〒474-0037 愛知県大府市半月町 3-294 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｄｃｎｅｔ．ｇｒ．ｊｐ/ 

認知症介護・研修情報

研究情報
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ホームページアドレス：http://www.dcm-obu.jp/

パーソン・センタード・ケアとDCM（認知症ケアマッピング）公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　パーソン・センタード・ケアの理念を実践するために考案されたDCM（認知症ケアマッピング）。
認知症を抱える人の視点に立とうとすること、またその人の可能性に着目することなどの考え方を
学ぶDCM研修の情報が掲載されています。
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若年性認知症コールセンター公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　平成２１年１０月１日に、誰もが気軽に相談できて、専門的な支援機関に適切に結びつけられるよ
う、若年性認知症に係る相談コールセンターが全国に１カ所、認知症介護研究・研修大府センター
に設置されました。若年性認知症に関する情報が掲載されています。

クリック

地図からお近くの
事業所等を簡単に探せます

◆取材レポートを掲載

地図からお住まいの地域をクリック。
お住まいの地域からお近くの施設・
事業所を簡単に探すことができます。

各施設、事業所からの活動情報が掲示板に
投稿されます。

掲示板から施設・事業所の
活動内容がご覧いただけます

フリーコール
（無料）

このマークのある施設・事業所
へ当センターの職員が訪問し、取材レ
ポートを掲載しております。
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　2015（平成27）年1月、厚生労働省は関係11府省と共同で「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」
を策定し、都道府県ごとに若年性認知症の相談窓口を設置し、そこに若年性認知症の人の自立支援に関わる
関係者のネットワークの調整役として、若年性認知症支援コーディネータ一を2017（平成 29）年度末まで
に配置することとしました。
　若年性認知症支援コーディネーターは、若年性認知症の人のニーズに合った関係機関やサービス担当者と
の調整役であり、本人や家族の支援をワンストップで行います。

若年性認知症コールセンター公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　平成２１年１０月１日に、誰もが気軽に相談できて、専門的な支援機関に適切に結びつけられるよ
う、若年性認知症に係る相談コールセンターが全国に１カ所、認知症介護研究・研修大府センター
に設置されました。若年性認知症に関する情報が掲載されています。

クリック

地図からお近くの
事業所等を簡単に探せます

◆取材レポートを掲載

地図からお住まいの地域をクリック。
お住まいの地域からお近くの施設・
事業所を簡単に探すことができます。

各施設、事業所からの活動情報が掲示板に
投稿されます。

掲示板から施設・事業所の
活動内容がご覧いただけます

フリーコール
（無料）

このマークのある施設・事業所
へ当センターの職員が訪問し、取材レ
ポートを掲載しております。
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若年性認知症支援コーディネーター若年性認知症支援コーディネーター
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　認知症介護研究・研修大府センターでは、愛知県の委託を受けて、若年性認知症のご本人や
ご家族の支援のため、 「愛知県若年性認知症総合支援センター」を開設しました（平成 28 年
10月1日）。若年性認知症でお悩みの方はお気軽にご相談ください。

愛知県若年性認知症総合支援センター
認知症介護研究・研修大府センター

愛知県若年性認知症総合支援センター



東海北陸厚生局、愛知県、名古屋市、大府市、東海市、東浦町、岐阜県、三重県、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団、
あいち介護予防支援センター、日本認知症ケア学会、全国認知症介護指導者ネットワーク、認知症介護指導者大府ネットワーク、
日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク、中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、東海テレビ放送、テレビ愛知、
CBCテレビ、メ～テレ、中京テレビ放送㈱

後　援

大府センター認知症フォーラム
第 12 回

認知症ケアの今後認知症ケアの今後

社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町三丁目294番地
TEL 0562-44-5551　FAX 0562-44-5831
http://www.dcnet.gr.jp/

日　　時

場　　所

平成２9年 2月 22日（水）

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）

大ホール（2Ｆ）

開場 １２：３０　開演 １３：００

社会福祉法人 仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

「認知症ケア専門士」単位認定講座（3単位）


